
2009.525実施

平成 21年度 情報数学基礎 第 1回中間試験問題 (伊野担当分 )

□x={{お ,b},{α ,C},{ら,C}}とする.

(1)べき集合 2(X)を示せ.

(2)次の述語を真にするy∈ χ と III‐ ∈2(χ )をすべて示せ.@={{α ,b},{α ,C})とする。 ′
ここで,0は空集合を表す。

(a)∀Z∈ の[y∩ Z=0]
(b)∀
y∈ 2(χ )ly⊇ 7]

回 命題関数ν (″ ,ν ),L(π ,ν )を右表のように定義する.ただ
し,∬ ,ν の対象領域はA={α ,b,C}とする。次の命題の真偽
を判定せよ。理由を簡単に述べること.

(1)(∃″∈‐4)(∃ν∈ス)[χ (χ ,ν)→ L(″ ,ν )]

(2)(∀π∈■)(∃ν∈■)[ν (″ ,ν)⇔ L(″ ,ν )]

(3)(∃″∈■)(∀ν∈ス)[¬ (χ (χ ,ν )∨ ι(χ ,ν ))I

□ 0と 1からなるη文字の並びの集合 Bれ を考える。たとえば,η =3の場合は,島 =
{000,001,010,100,110,101,011,111)で ある.このとき,次のような関係Rη ⊆Bη ×Bれ を
考える。ここで″=%1■2-‐η∈Bη およびν=ν lν2…・νη∈民バを,ブ =1,2,… っηについて
χt,防 ∈{0,1})であり,≦ は通常の数に対する不等号であるとする。

"島ν
⇔∀j∈ {1,2,…・,77)(″,≦ νj)

例えば,η =3の場合,(010,011)∈ 島,(101,111)∈ R3,(010,100)グ R3と なる。このRっ は
順序関係となることが示せる。

(1)η =3の場合のハッセ図を示せ .

(2)η =3の場合の次の上界,極大元,上限,最大元を求めよ (存在しない場合もある).

(a){010,100,001}

(b){010,100,110}

E41整数の集合 lV(={・ …,-2,-1,0,1,2,… ・})上の関係 Rを次のように定める.

」切 ←〉∬+ν が1男数

(1)Rが同値関係であることを示せ .

(2)同値類plRと plRを示せ。それぞれ無限集合となるが,特徴がわかるように回答する
こと。
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